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慶
應
神
経
内
科
の
医
局

で
、
約
10
年
間
研
鑽
を
積
ま

せ
て
い
た
だ
き
、
昨
年
よ
り

医
局
を
離
れ
て
、
エ
ー
ザ
イ

の
臨
床
開
発
部
門
へ
転
職
し

て
丸
1
年
が
経
過
し
た
。
現

在
は
、
神
経
領
域
、
特
に
ア

ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病（
Ａ
Ｄ
）領

域
に
お
け
る
臨
床
治
験
関
係

の
仕
事
に
従
事
し
て
い
る
。

　

新
し
い
業
界
に
入
り
、
強

く
痛
感
し
て
い
る
こ
と
は
、

Ａ
Ｄ
の
臨
床
治
験
は
、
想
像

以
上
に
長
く
険
し
い
道
の
り

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
世
界
的
に
高
齢
化
が
進

む
な
か
、
Ａ
Ｄ
に
対
す
る
疾

患
修
飾
薬
の
開
発
が
切
望
さ

れ
て
お
り
、
こ
こ
10
年
以
上

に
わ
た
り
複
数
の
大
手
外
資

系
製
薬
企
業
を
中
心
に
数
々

の
大
規
模
臨
床
治
験
が
行
わ

れ
き
た
が
、
い
ず
れ
も
こ
れ

ま
で
の
臨
床
治
験
で
は
臨
床

的
な
有
効
性
を
示
さ
れ
ず
、

本
領
域
に
疾
患
修
飾
薬
は
1

剤
も
登
場
し
て
い
な
い
。

　

エ
ー
ザ
イ
と
い
え
ば
、
１

９
９
７
年
に
世
界
で
最
初
に

Ａ
Ｄ
治
療
薬
と
し
て
、
ア
リ

セ
プ
ト
（
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン

エ
ス
テ
ラ
ー
ゼ
阻
害
薬
）
を

上
市
さ
せ
た
。
そ
れ
か
ら
、

20
年
以
上
の
年
月
が
流
れ
た

が
、
そ
の
間
、
現
在
に
至
る

ま
で
、
認
知
症
領
域
を
リ
ー

ド
し
て
き
た
製
薬
会
社
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

経
験
・
開
発
資
源
を
も
と

に
、
悲
願
で
あ
る
Ａ
Ｄ
の
新

規
治
療
薬
の
上
市
と
い
う
目

標
に
向
か
っ
て
、
試
行
錯
誤

し
て
き
た
。
私
は
、
こ
の
１

年
間
、
エ
ー
ザ
イ
が
掲
げ
て

い
るVision

に
強
い
熱
意
を

感
じ
た
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す

る
開
発
領
域
を
２
領
域
（
神

経
と
が
ん
）
に
絞
り
込
み
、

そ
し
て
、
神
経
領
域
に
お
い

て
、
特
に
認
知
症
の
創
薬
だ

け
で
は
、
メ
ガ
フ
ァ
ー
マ
相

手
で
も
社
員
一
丸
と
な
っ
て

真
っ
向
勝
負
で
立
ち
向
か
う

姿
は
、
日
本
企
業
独
自
に
根

付
い
た
サ
ム
ラ
イ
精
神
と
も

感
じ
ら
れ
た
。
逆
を
言
え

ば
、「
背
水
の
陣
」
で
、
大

き
な
ア
ン
メ
ッ
ト
メ
デ
ィ
カ

ル
ニ
ー
ズ
が
残
さ
れ
た
分
野

へ
の
挑
戦
は
、
な
か
な
か
緊

迫
感
を
感
じ
る
。

　

今
後
、
Ａ
Ｄ
に
お
け
る
疾

患
修
飾
薬
の
開
発
が
加
速
し

て
、
治
験
の
成
果
が
、
一
刻

も
早
く
Ａ
Ｄ
で
苦
し
む
患
者

や
そ
の
家
族
の
も
と
へ
早
く

届
け
ら
れ
る
こ
と
が
切
に
願

わ
れ
る
。
内
藤
晴
夫
Ｃ
Ｅ
Ｏ

が
目
指
し
て
い
る
「
認
知
症

は
恐
れ
る
に
足
ら
ず
」、
そ

う
い
う
日
が
来
る
た
め
、
神

経
内
科
医
と
し
て
微
力
な
が

ら
貢
献
で
き
た
ら
と
思
う
。

（
エ
ー
ザ
イ　

日
本
・

　

ア
ジ
ア
臨
床
開
発
部

�

八
木
拓
也　

85
回
）

慶
應
赤
倉
ア
カ
デ
ミ
ー（
Ｋ
Ａ
Ａ
）

リ
ユ
ニ
オ
ン
開
催

「
慶
應
義
塾
大
学
病
院
が
担
当
す
る
医
療
対
応
」

救
急
医
学　

佐
々
木 

淳
一（
68
回
）

Ｈ
Ｆ
Ｓ
Ｐ
30
周
年
記
念
式
典
が

在
ア
メ
リ
カ
日
本
大
使
館
で
開
催

―
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ
、Ｎ
Ｉ
Ｈ
、Ｎ
Ｓ
Ｆ
の
ト
ッ
プ
が
集
い
、

日
米
研
究
協
力
の
貢
献
を
讃
え
る
―

伝
説
の
第
１
回
Ｋ
Ａ
Ａ
に
参
加
し
て

Ｋ
Ａ
Ａ
の
未
来

北
里
賞 
田
中 

謙
二

（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
精
神
・
神
経
科
学 

准
教
授
）

（
慶
應
義
塾
大
学
医
学
部
内
科
学（
循
環
器
） 

専
任
講
師
）

北
島
賞 
香
坂 　

俊

第88回 北里記念式挙行
　

全
国
ど
こ
で
も
質
の
高
い

が
ん
医
療
を
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
が
ん
医
療

の
均
て
ん
化
を
目
的
に
、
厚

生
労
働
省
は
全
国
に
地
域
が

ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
を
３

４
８
箇
所
指
定
し
て
お
り
、

当
院
は
こ
れ
ま
で
地
域
が
ん

診
療
連
携
拠
点
病
院
と
し
て

地
域
が
ん
医
療
の
中
核
を
担

っ
て
き
ま
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
は
今
回
、
新

た
な
が
ん
対
策
推
進
基
本
計

画
（
第
3
期
計
画
）
に
基
づ

き
、
が
ん
医
療
の
更
な
る
充

実
、
病
院
完
結
型
か
ら
地
域

完
結
・
循
環
型
医
療
へ
の
移

行
、
医
療
安
全
の
更
な
る
推

進
等
を
目
指
し
、「
が
ん
診

療
提
供
体
制
の
あ
り
方
に
関

す
る
検
討
会
」
及
び
「
が
ん

等
に
お
け
る
緩
和
ケ
ア
の
更

な
る
推
進
に
関
す
る
検
討

会
」
を
通
し
て
、
が
ん
診
療

連
携
拠
点
病
院
の
指
定
要
件

の
見
直
し
を
行
い
、
２
０
１

９
年
４
月
１
日
か
ら
新
指
定

要
件
に
基
づ
く
が
ん
診
療
連

携
拠
点
病
院
体
制
が
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

　

刷
新
さ
れ
た
指
定
要
件
に

基
づ
い
た
診
療
機
能
に
よ
る

分
類
の
結
果
、
全
国
の
地
域

が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院
は

９
施
設
減
少
し
３
３
９
施
設

と
な
り
、
更
に
そ
の
３
３
９

施
設
は
高
度
な
が
ん
診
療
を

提
供
し
且
つ
診
療
実
績
が
優

れ
て
い
る
全
国
14
施
設
か
ら

な
る
「
地
域
が
ん
診
療
連
携

拠
点
病
院
（
高
度
型
）」

と
、
３
２
５
施
設
か
ら
な
る

「
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点

病
院
」
に
分
類
さ
れ
、
当
院

は
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点

病
院
（
高
度
型
）
と
し
て
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
指
定

に
あ
た
り
、
ご
指
導
頂
き
ま

し
た
北
川
雄
光
病
院
長
、
ご

尽
力
下
さ
い
ま
し
た
が
ん
関

連
の
診
療
科
部
門
、
診
療
施

設
部
門
、
ク
ラ
ス
タ
ー
部

門
、
診
療
支
援
部
門
の
皆
様

慶
應
義
塾
大
学
病
院
が

「
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点
病
院（
高
度
型
）」に
指
定

D2MSN

の
機
能
が
低
下
す

る
と
意
欲
障
害
が
起
こ
る
こ

と
を
発
見
し
た
。
こ
れ
は
、

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病
初
期
に
見

ら
れ
る
意
欲
行
動
低
下
の
要

因
の
１
つ
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
根
気
の
神
経
基

盤
の
解
明
や
、
人
間
へ
の
非

侵
襲
的
な
脳
科
学
の
応
用
に

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

北
島
賞
の
香
坂
氏
は
、
虚

血
性
心
疾
患
イ
ン
タ
ー
ベ
ン

シ
ョ
ン
治
療
の
電
子
デ
ー
タ

を
解
析
し
、
カ
テ
ー
テ
ル
手

技
後
の
腎
障
害
出
現
頻
度
に

手
技
前
後
のHb

低
下
が
関

連
し
て
い
る
こ
と
を
発
見
し

た
。
実
臨
床
か
ら
得
ら
れ
た

情
報
を
元
に
ラ
ン
ダ
ム
化
研

究
を
行
い
、
診
療
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
ル
ー
ル
を
設
定
す
る

と
い
う
Ｅ
Ｂ
Ｍ
の
実
現
に
尽

力
し
て
い
る
。

　

天
谷
医
学
部
長
は
、
初
代

医
学
部
長
で
あ
る
北
里
先
生

お
よ
び
第
二
代
医
学
部
長
で

あ
る
北
島
多
一
の
精
神
に
思

い
を
馳
せ
、
今
も
そ
の
理
念

が
慶
應
義
塾
に
受
け
継
が
れ

て
い
る
と
述
べ
た
。
ま
た
、

今
後
の
指
針
と
し
て
、
今
ま

で
の
１
０
０
年
間
の
先
人
た

ち
を
振
り
返
る
と
共
に
、
次

　

第
88
回
北
里
記
念
式
が
６

月
12
日
午
後
１
時
か
ら
北
里

講
堂
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
式

は
初
代
医
学
部
長
・
北
里
柴

三
郎
先
生
の
命
日
に
際
し
て

行
わ
れ
る
。
優
れ
た
研
究
実

績
を
称
え
て
、
基
礎
系
に
北

里
賞
、
臨
床
系
に
北
島
賞
が

そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ
れ
る
。

　

昭
和
26
年
に
北
里
先
生
の

偉
業
を
記
念
し
て
北
里
賞
が

始
ま
り
、
昭
和
33
年
に
第
二

代
医
学
部
長
・
北
島
多
一
先

生
を
記
念
し
た
北
島
賞
が
加

わ
っ
た
。
今
年
度
、
北
里
賞

に
は
1
名
が
、
北
島
賞
に
は

1
名
が
選
出
さ
れ
た
。

　

北
里
賞
受
賞
の
田
中
氏

は
、
意
欲
行
動
の
仕
組
み
に

つ
い
て
オ
プ
ト
ジ
ェ
ネ
テ
ィ

ク
ス
を
用
い
て
研
究
し
、
ド

ー
パ
ミ
ン
受
容
体
で
あ
る

の
１
０
０
年
に
向
か
っ
て
力

を
合
わ
せ
て
前
に
進
ん
で
行

き
た
い
と
語
っ
た
。

　

武
田
三
四
会
長
は
、
三
四

会
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
来

年
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
こ

と
に
つ
い
て
「
先
人
達
の
歩

み
を
受
け
継
ぎ
、
次
の
１
０

０
年
を
見
据
え
た
貢
献
を
し

て
行
き
た
い
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
学
内
だ
け
で
な
く
他

大
・
産
業
医
等
と
の
連
携
を

進
め
て
い
き
た
い
と
語
っ

た
。

　

北
里
一
郎
氏
は
医
学
部
創

立
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
北

里
先
生
の
「
報
恩
の
精
神
」

に
よ
り
本
塾
医
学
部
が
設
立

さ
れ
た
こ
と
を
語
っ
た
。
ま

た
、
今
回
受
賞
さ
れ
た
二
氏

は
そ
れ
ぞ
れ
国
際
的
に
も
高

い
評
価
を
受
け
、
積
極
的
に

研
究
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
北
里
賞
・
北
島
賞
に
相

応
し
い
と
述
べ
た
。

　

式
に
は
、
長
谷
山
彰
塾

長
、
竹
内
勤
常
任
理
事
、
武

田
純
三
三
四
会
長
、
天
谷
雅

行
医
学
部
長
、
北
川
雄
光
病

院
長
、
佐
谷
秀
行
教
授
、
そ

し
て
北
里
一
郎
氏
が
出
席
さ

れ
た
。

　

華
々
し
い
授
賞
式
と
記
念

撮
影
の
の
ち
、
受
賞
者
二
氏

の
15
分
間
の
講
演
が
行
わ
れ

た
。
講
堂
に
詰
め
掛
け
た
多

く
の
聴
衆
か
ら
の
祝
福
の
拍

手
に
包
ま
れ
、
無
事
閉
式
と

な
っ
た
。

�

（
3
年　

福
尾
佳
奈
）

　

２
０
１
９
年
５
月
13
日
に

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．
Ｃ
．
の
在

ア
メ
リ
カ
日
本
大
使
館
に
お

い
て
、
国
際
的
・
学
際
的
な

基
礎
研
究
を
推
進
し
て
き
た

Human�Frontier�Science�
Program

（
Ｈ
Ｆ
Ｓ
Ｐ
）
の

30
周
年
と
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

へ
の
日
米
の
貢
献
を
讃
え
る

記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
た
。

Ｈ
Ｆ
Ｓ
Ｐ
は
、
１
９
８
７
年

の
Ｇ
７
ベ
ネ
チ
ア
サ
ミ
ッ
ト

に
お
い
て
、
当
時
の
中
曽
根

康
弘
首
相
が
提
唱
し
、
以

後
、
役
に
立
つ
研
究
で
は
な

く
真
に
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
な
基

礎
研
究
を
推
進
す
る
と
い
う

明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
、
異
な

る
領
域
・
異
な
る
国
の
研
究

者
が
組
ん
だ
新
し
い
チ
ー
ム

や
異
な
る
領
域
・
異
な
る
国

に
留
学
す
る
ポ
ス
ド
ク
を
援

助
す
る
特
徴
的
な
戦
略
で
、

69
カ
国
７
０
０
０
人
を
超
え

る
研
究
者
を
支
援
し
て
き

た
。
特
に
、
過
去
29
年
で
28

人
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
を

輩
出
す
る
な
ど
国
際
的
な
評

価
は
極
め
て
高
く
、
昨
年
生

理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
さ
れ

た
本
庶
佑
博
士
も
Ｈ
Ｆ
Ｓ
Ｐ

の
〝
1
期
生
〟
で
あ
る
。

　

本
式
典
に
は
、
日
本
か
ら

文
部
科
学
省
の
山
脇
良
雄
文

部
科
学
審
議
官
、
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ｄ

の
末
松
誠
理
事
長
が
参
加
す

る
と
と
も
に
、
ア
メ
リ
カ
の

研
究
の
司
令
塔
た
る

National Institutes of�
H
ealth

（
Ｎ
Ｉ
Ｈ
）、

N
ational Science�
Foundation

（
Ｎ
Ｓ
Ｆ
）
の

両
長
官
が
参
加
し
、
日
米
協

力
の
も
と
30
年
に
わ
た
り
基

礎
研
究
の
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー

を
生
み
出
し
続
け
て
き
た
Ｈ

Ｆ
Ｓ
Ｐ
に
祝
意
が
表
さ
れ

た
。
現
在
Ｎ
Ｉ
Ｈ
に
留
学
中

で
、
式
典
に
参
加
し
た
南
宮

湖
君（
内
86
回
）は
以
下
の
よ

う
に
感
想
を
寄
せ
て
い
る
。

　

「
会
場
は
日
米
の
研
究
・

行
政
・
政
府
機
関
等
の
参
加

者
で
満
員
で
、
素
晴
ら
し
い

雰
囲
気
の
中
進
め
ら
れ
た
。

Ｈ
Ｆ
Ｓ
Ｐ
のW

arw
ick�

Anderson

事
務
局
長
か
ら
の

紹
介
後
、
実
際
に
Ｈ
Ｆ
Ｓ
Ｐ

の
過
去
の
受
賞
者
が
講
演
さ

れ
た
が
、
ど
れ
も
斬
新
な
ア

イ
デ
ィ
ア
に
裏
打
ち
さ
れ
た

研
究
内
容
で
会
場
か
ら
も
驚

き
の
声
が
上
が
っ
て
い
た
。

Ｈ
Ｆ
Ｓ
Ｐ
の
ポ
ス
ド
ク
フ
ェ

ロ
ー
シ
ッ
プ
が
、
生
活
費
だ

け
で
な
く
研
究
費
や
育
児

費
、
引
っ
越
し
費
等
を
含
め

て
柔
軟
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
素

晴
ら
し
い
も
の
だ
と
知
り
、

今
後
留
学
を
志
す
後
輩
に
も

ぜ
ひ
紹
介
し
た
い
と
思
う
」

　

Ｈ
Ｆ
Ｓ
Ｐ
の
30
周
年
関
連

イ
ベ
ン
ト
は
、
７
月
に
日
本

で
も
開
催
予
定
で
、
Ｈ
Ｆ
Ｓ

Ｐ
に
関
連
す
る
４
人
の
ノ
ー

ベ
ル
賞
受
賞
者
を
招
待
し
た

記
念
式
典
を
９
日
に
都
内
で

行
っ
た
後
、
翌
日
か
ら
３
日

間
に
わ
た
り
つ
く
ば
国
際
会

議
場
で
受
賞
者
会
合
を
予
定

し
て
い
る
。
世
界
中
か
ら
、

国
、
研
究
領
域
、
年
齢
の
垣

根
を
超
え
て
、
過
去
・
現
在

の
受
賞
者
が
集
い
、
新
た
な

共
同
研
究
に
向
け
て
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
る
こ
の
会
合

も
ま
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
魅
力

の
一
つ
で
あ
る
。
Ｈ
Ｆ
Ｓ
Ｐ

に
興
味
を
持
た
れ
た
方
は
以

下
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧

い
た
だ
き
た
い
。
多
く
の
研

究
者
か
ら
の
応
募
が
、
慶
應

義
塾
の
高
い
研
究
開
発
レ
ベ

ル
を
国
際
的
か
つ
学
際
的
な

観
点
か
ら
一
層
強
固
に
す
る

原
動
力
と
な
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
る
。

W
ebsite:�www.HFSP.org�

（
英
）、https://www.

amed.go.jp/program/
list/03/01/010.html�

（
和
）

（
国
際
Ｈ
Ｆ
Ｓ
Ｐ
機
構

�

足
立
剛
也　

皮
86
回
）

　

平
成
も
最
後
と
な
る
４
月

26
日
に
三
四
会
会
議
室
で
Ｋ

Ａ
Ａ
リ
ユ
ニ
オ
ン
が
開
催
さ

れ
た
。

　

Ｋ
Ａ
Ａ
は
毎
年
秋
に
赤
倉

山
荘
で
行
わ
れ
る
バ
ス
ツ
ア

ー
に
よ
る
ア
カ
デ
ミ
ー
で
、

少
し
固
く
言
う
と
「
義
塾
医

療
系
３
学
部
の
学
生
と
、
医

療
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
と
が
交
流
を
深

め
、
学
生
お
よ
び
若
手
人
材

の
才
能
開
花
へ
の
啓
発
の
場

を
提
供
す
る
も
の
」
で
あ

る
。
平
た
く
言
え
ば
「
人
生

　

映
え
あ
る
２
０
０
６
年
の

第
１
回
Ｋ
Ａ
Ａ
で
講
師
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
生
理

学
教
室
の
岡
野
で
す
。
13
年

も
前
で
す
が
、
こ
の
時
の
こ

と
は
、
今
で
も
鮮
明
に
覚
え

て
い
ま
す
。
慶
應
で
教
鞭
を

と
っ
て
18
年
に
な
り
ま
す

が
、
そ
の
中
で
も
最
も
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
私
が

成
し
得
た
最
大
の
功
績
で
あ

る
と
自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

何
事
も
第
１
回
が
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
、
オ
ー
ガ
ナ

イ
ザ
ー
の
深
川
和
己
く
ん
や

渡
辺
真
純
く
ん
た
ち
の
気
合

い
も
並
々
な
ら
な
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
ま
さ
に
寸
分

の
白
け
た
時
間
も
作
る
ま
い

と
い
う
意
気
込
み
で
、
深
川

　

私
は
２
０
１
８
年
に
、
Ｋ

Ａ
Ａ
講
師
に
お
招
き
い
た
だ

き
、「
モ
ザ
イ
ク
な
医
療
者

の
キ
ャ
リ
ア
」
と
い
う
講
演

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
Ｋ
Ａ
Ａ
に
参
加
し
た
の

は
初
め
て
で
し
た
が
、
と
て

も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｋ
Ａ
Ａ
は
第
7
回
か
ら
、

医
、看
、薬
の
３
学
部
の
学
生

が
参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
な

っ
て
い
ま
す
。
私
は
医
療
系

三
学
部
合
同
教
育
の
責
任
者

を
つ
と
め
て
お
り
、
慶
應
義

塾
の
医
療
系
学
部
の
交
流
が

進
ん
で
い
る
こ
と
を
自
覚
し

て
い
ま
す
が
、
正
規
の
カ
リ

１�　
大
会
に
協
力
す
る
医
療

機
関
と
し
て
の
対
応

　

選
手
お
よ
び
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
フ
ァ
ミ
リ
ー
（
国
際
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
、
国
際
競

技
連
盟
役
員
関
係
者
な
ど
）

や
放
送
関
係
者
の
診
療
は
、

東
京
２
０
２
０
大
会
に
お
い

て
も
こ
れ
ま
で
の
大
会
と
同

様
に
組
織
委
員
会
が
調
整
す

る
大
会
指
定
病
院
が
担
当
す

る
。
慶
應
義
塾
大
学
病
院
は

こ
れ
ら
の
病
院
群
と
連
携

し
、
主
に
会
場
医
療
を
担
当

す
る
医
療
機
関
と
な
っ
て
い

る
。

　

具
体
的
に
は
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
（
新
国
立

競
技
場
）
お
よ
び
皇
居
外
苑

に
お
い
て
、
以
下
の
役
割
を

担
う
予
定
で
あ
る
。

（
１
）
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ

ジ
ア
ム
（
新
国
立
競
技
場
）

種
目
：［
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
：

開
会
式
・
閉
会
式
、
陸
上

（
ト
ラ
ッ
ク
・
マ
ラ
ソ
ン
）、

サ
ッ
カ
ー
（
女
子
決
勝
）、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
：
開
会
式

・
閉
会
式
、
陸
上
］

・
会
場
医
療
…
観
客
用
医
務

室
担
当

・
会
場
医
療
責
任
者
（
Ｖ
Ｍ

Ｏ
；Venue�M

edical�
Officer

）
の
指
名
…
会
場
運

営
責
任
者
と
は
別
に
医
療
責

任
者
と
し
て
Ｖ
Ｍ
Ｏ
が
配
置

さ
れ
る
。
そ
の
指
揮
下
に
選

手
用
お
よ
び
観
客
用
の
医
務

室
等
が
運
営
さ
れ
る
。

・
開
会
式
・
閉
会
式
に
お
け

る
Ｖ
Ｉ
Ｐ
エ
リ
ア
対
応
…
国

賓
級
を
含
め
多
数
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ

の
出
席
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
に
対
応
し
た
医

療
サ
ー
ビ
ス
展
開
を
予
定
し

て
い
る
。

・
重
症
救
急
患
者
の
受
入
れ

…
救
命
対
応
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
場
合
、
選
手
・
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
含

め
対
応
す
る
。

（
2
）
皇
居
外
苑

種
目
：
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
［
陸

上
競
技
（
競
歩
）］

・
会
場
医
療
…
観
客
用
医
務

室
担
当

・
会
場
医
療
責
任
者
（
Ｖ
Ｍ

Ｏ
）
の
指
名

　

上
記
２
カ
所
の
会
場
医
療

対
応
と
し
て
観
客
用
医
務
室

へ
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
派
遣

（
医
師
約
30
名
、
看
護
師
約

60
名
）
を
依
頼
さ
れ
て
い
る

た
め
、
救
急
科
の
み
な
ら
ず

各
診
療
科
お
よ
び
看
護
部
の

全
面
的
な
支
援
の
も
と
に
医

療
チ
ー
ム
を
編
成
す
る
予
定

で
あ
る
。

２�　
通
常
の
救
急
医
療
体
制

の
強
化

　

大
会
期
間
中

の
観
客
動
員
数

は
約
１
０
０
０

万
人
と
さ
れ
、

こ
れ
は
現
在
の

東
京
の
人
口
が

約
１
３
０
０
万

人
で
あ
る
事
か

ら
、
開
催
期
間

中
の
東
京
の
人

口
が
約
２
倍
と

な
る
。
当
然
、

世
界
各
国
か
ら

の
旅
行
客
も
爆

KAA歴代講師一覧
開催年 回数 テーマ 講師（所属）　敬称略
2006 1 夢（Dream） 岡野栄之（生理）、末松誠（医化学）
2007 2 君の可能性を拓く 坪田一男（眼科）、安井正人（薬理）
2008 3 命と向き合う 北川雄光（一般外科）
2009 4 人生、医療のターニングポイント 大家基嗣（泌尿器）、菊地栄次（泌尿器）、菅沼安嬉子（三四会）
2010 5 視点をシフトしよう！ 高橋孝雄（小児科）、荒木葉子（東京医科歯科大）
2011 6 SPORTS x MEDICINE 松本秀男（スポーツ医学）、高橋孝雄（小児科）
2012 7 情報処理のピットフォール 小川郁（耳鼻科）、梅田望夫（IT専門家）、佐藤美奈子（三四会）
2013 8 人生にスパイスを 三村将（精神科）、鈴木康裕（厚労省）
2014 9 Get Happy!! 黒田達夫（小児外科）、添田英津子（看護医療）
2015 10 パッション 中村雅也（整形）、大谷俊郎（看護医療）
2016 11 ミッション―繋げいのちと医療の輪 志水秀行（心臓外科）、木津順子（薬学）、宮脇美保子（看護医療）
2017 12 Be Creative―集え未来の先導者たち 長谷川奉延（小児科）、小池智子（看護医療）
2018 13 Pioneer―未来を拓け 門川俊明（医学教育統括）、大谷壽一（薬学）、小池浩子（看護医療）

た
。
お
互
い
の
相
乗
効
果
も

あ
り
、
信
濃
町
の
教
室
で
は

ま
ず
話
せ
な
い
よ
う
な
本
音

ト
ー
ク
も
出
来
て
、
ま
さ
に

学
生
諸
君
と
の
対
話
型
の
レ

ク
チ
ャ
ー
と
な
り
、
極
め
て

盛
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
特
に
よ
か
っ
た
の

は
、
10
年
後
の
医
学
部
開
設

１
０
０
年
に
向
け
て
今
後
の

目
指
す
べ
き
こ
と
に
つ
い

て
、
学
生
諸
君
や
参
加
Ｏ
Ｂ

と
も
深
く
議
論
で
き
、「
社

中
一
丸
」
を
ま
さ
に
実
感
出

来
ま
し
た
。
こ
れ
が
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
か
ど
う
か
は

判
り
ま
せ
ん
が
、
渡
辺
真
純

く
ん
は
、
そ
の
後
新
病
棟
建

築
担
当
教
授
に
な
ら
れ
、
医

学
部
開
設
１
０
０
年
事
業
の

目
玉
で
あ
る
信
濃
町
キ
ャ
ン

パ
ス
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

大
き
く
貢
献
さ
れ
た
の
は
皆

さ
ま
ご
存
知
の
通
り
で
す
。

　

思
え
ば
、
こ
の
時
世
代
を

超
え
て
議
論
し
た
計
画
は
そ

の
後
続
々
と
実
行
さ
れ
、
現

在
で
も
継
続
的
に
議
論
さ
れ

て
い
る
教
育
や
研
究
に
お
け

る
課
題
も
、
こ
の
第
１
回
Ｋ

Ａ
Ａ
で
そ
の
原
型
が
出
来
て

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
ま
さ
に
第
１
回
Ｋ
Ａ

Ａ
は
伝
説
で
す
。
き
っ
と
創

成
期
の
義
塾
は
、
毎
日
が
こ

ん
な
感
じ
で
あ
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？�

Ｋ
Ａ

Ａ
は
、
こ
れ
か
ら
活
躍
す
る

若
い
諸
君
へ
の
先
輩
か
ら
の

legacy

で
す
。
益
々
の
発
展

を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

（
生
理
学
教
室

�

岡
野
栄
之　

62
回
）

キ
ュ
ラ
ム
に
加
え
て
、
Ｋ
Ａ

Ａ
の
よ
う
な
「
裏
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
が
学
部
間
交
流
の
促

進
に
大
き
な
力
を
発
揮
し
て

い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
Ｋ
Ａ
Ａ
の
大
同
窓

会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
歴
代
の
講
師
、
歴
代
の

学
生
委
員
達
が
一
堂
に
集
ま

る
機
会
を
持
て
ま
し
た
。
第

1
回
の
Ｋ
Ａ
Ａ
の
学
生
達

も
、
30
代
後
半
の
医
療
の
中

核
を
担
う
世
代
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
Ｋ
Ａ
Ａ

は
学
部
間
、
教
員
、
学
生
と

い
う
横
の
糸
を
紡
い
で
き
た

の
が
、
横
の
糸
に
加
え
て
、

縦
の
糸
を
紡
ぐ
フ
ェ
ー
ズ
に

入
っ
て
き
た
こ
と
を
実
感
で

き
る
同
窓
会
で
し
た
。
今

後
、
Ｋ
Ａ
Ａ
の
卒
業
生
達

が
、
シ
ニ
ア
側
に
入
っ
て
、

学
生
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｋ
Ａ
Ａ
は
、
今
年

1
年
間
、
未
公
認
団
体
と
し

て
活
動
し
、
問
題
が
な
け
れ

ば
、
来
年
度
公
認
団
体
に
な

る
予
定
で
す
。
引
き
続
き
、

皆
様
の
支
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

（
医
学
教
育
統
轄
セ
ン
タ
ー

�

門
川
俊
明　

70
回
）

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
（
東
京
２
０
２
０
大

会
）
は
、
第
32
回
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
と
し
て
２
０

２
０
年
７
月
24
日
か
ら
８
月

９
日
、
第
16
回
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
と
し
て
同
年

８
月
25
日
か
ら
９
月
６
日
に

開
催
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、

収
容
人
数
６
万
８
千
人
と
な

る
主
会
場
で
あ
る
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
（
新
国
立

競
技
場
）
の
直
近
医
療
機
関

と
な
る
慶
應
義
塾
大
学
病
院

が
担
当
を
予
定
し
て
い
る
医

療
対
応
に
つ
い
て
、
救
急
医

療
の
視
点
か
ら
概
説
す
る
。

今
後
が
益
々
期
待
さ
れ
て
い

る
。

　

当
日
参
加
さ
れ
た
下
記
の

歴
代
講
師
陣
の
方
々
に
は
改

め
て
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

参
加
の
講
師
の
先
生
（
敬

称
略
、
順
不
同
）：
岡
野
栄

之
、
安
井
正
人
、
大
家
基

嗣
、
菅
沼
安
嬉
子
、
荒
木
葉

子
、
添
田
英
津
子
、
大
谷
俊

郎
、
志
水
秀
行
、
長
谷
川
奉

延
、
小
池
智
子
、
門
川
俊

明
、
小
松
浩
子
、
小
林
英

二
、
山
岸
敬
幸
、
和
田
則

仁
、
三
鍋
俊
春
、
秋
根
良
英

（
赤
倉
担
当
三
四
会
副
会
長

�

渡
辺
真
純　

64
回
）

く
ん
の
司
会
で
行
き
の
バ
ス

の
中
か
ら
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　

さ
て
、
赤
倉
山
荘
に
つ
い

た
あ
と
、
食
事
の
後
に
ほ
ぼ

時
間
無
制
限
の
講
演
会
に
突

入
し
ま
し
た
。
こ
の
時
の
も

う
一
人
の
講
師
は
、
な
ん
と

同
期
の
医
化
学
の
末
松　

誠

く
ん
で
し
た
の
で
、
対
抗
上

め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
気
合
い
が
入

り
ま
し
た
。テ
ー
マ
は
、「
夢
」

で
し
た
が
、
学
術
を
語
る

「
真
面
目
バ
ー
ジ
ョ
ン
」
と

人
生
を
語
る
「
酒
バ
ー
ジ
ョ

ン
」
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
ご
依

頼
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
す
が
、
案
の
定
、

末
松
く
ん
も
初
っ
端
か
ら
ガ

ン
ガ
ン
飛
ば
し
て
き
ま
し

発
的
に
増
加
す
る
た
め
、
小

児
を
含
む
外
国
人
対
応
は
必

須
で
あ
る
。
夏
期
大
会
で
あ

る
た
め
熱
中
症
対
応
、
新
興

・
再
興
感
染
症
を
含
む
感
染

症
対
応
な
ど
も
重
要
で
あ

る
。

　

ま
た
自
然
災
害
へ
の
対
応

と
し
て
、
急
激
な
天
候
悪
化

に
よ
る
雷
撃
傷
、
大
規
模
地

震
へ
の
対
応
も
あ
げ
ら
れ

る
。
さ
ら
に
、
近
年
に
な
り

急
速
に
そ
の
危
険
性
が
高
ま

っ
て
い
る
テ
ロ
対
応
と
し

て
、
爆
傷
や
化
学
・
生
物
兵

器
対
応
も
あ
げ
ら
れ
る
。
慶

應
義
塾
大
学
病
院
は
新
国
立

競
技
場
会
場
内
あ
る
い
は
周

辺
地
域
で
の
直
近
医
療
機
関

と
し
て
重
要
な
医
療
拠
点
と

な
る
た
め
、
新
病
院
棟
１
階

の
救
急
セ
ン
タ
ー
を
有
効
活

用
し
、
病
院
一
丸
と
な
っ
て

救
急
医
療
体
制
の
強
化
を
図

る
予
定
で
あ
る
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た

　
慶
應
義
塾
大
学
病
院
の
取
り
組
み

シリーズ
連載
第１回

【
Ｋ
Ａ
Ａ
講
師
か
ら
】

今
年
度
の
受
賞
者
と
の
集
合
写
真

歴
代
参
加
メ
ン
バ
ー
の
旧
交

を
深
め
る
た
め
に
深
川
赤
倉

山
荘
運
営
委
員
長
の
発
案
で

今
回
の
リ
ユ
ニ
オ
ン
が
計
画

さ
れ
た
。

　

当
日
は
約
60
名
の
関
係
者

が
集
ま
っ
た
。
武
田
三
四
会

長
、
菅
沼
前
副
会
長
の
挨
拶

に
続
き
第
1
回
Ｋ
Ａ
Ａ
講
師

の
岡
野
前
医
学
部
長
の
乾
杯

で
会
は
ス
タ
ー
ト
し
た
。
楊

委
員
に
よ
る
Ｋ
Ａ
Ａ
の
13
年

間
を
振
り
返
っ
た
熱
い
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
会
場
は

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。
直

近
第
13
回
の
講
師
を
務
め
た

門
川
理
事
、
歴
代
の
学
生
代

表
を
は
じ
め
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
諸

氏
の
ス
ピ
ー
チ
で
過
去
の
楽

し
い
思
い
出
が
披
露
さ
れ

た
。
会
の
〆
に
は
こ
の
秋
に

行
わ
れ
る
第
14
回
Ｋ
Ａ
Ａ
の

学
生
委
員
が
紹
介
さ
れ
今
後

の
展
望
が
語
ら
れ
、
散
会
と

な
っ
た
。

　

こ
の
リ
ユ
ニ
オ
ン
を
契
機

と
し
て
若
手
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
か

ら
ア
カ
デ
ミ
ー
運
営
へ
の
積

極
的
な
参
加
表
明
が
あ
り
、

学
生
が
、
朝
ま
で
熱
く
語
り

合
う
『
慶
應
医
学
の
新
し
い

伝
統
』
の
集
い
」
で
も
あ

る
。

　

今
年
で
14
回
目
を
迎
え
る

Ｋ
Ａ
Ａ
の
更
な
る
活
性
化
と

と
医
学
と
慶

應
に
つ
い

て
、
教
員
と

に
は
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

今
後
、
慶
應
義
塾
大
学
病

院
に
は
、
第
3
期
が
ん
対
策

推
進
基
本
計
画
の
全
体
目
標

で
あ
る
、
科
学
的
根
拠
に
基

づ
く
が
ん
予
防
・
が
ん
検
診

の
充
実
、
患
者
本
位
の
が
ん

医
療
の
実
現
、
が
ん
患
者
が

尊
厳
を
持
っ
て
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
の
構
築
、
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
が
ん

関
連
各
部
門
と
共
に
腫
瘍
セ

ン
タ
ー
は
、
が
ん
患
者
が
適

切
な
が
ん
医
療
を
受
け
ら
れ

る
体
制
（
ゲ
ノ
ム
医
療
、
高

度
チ
ー
ム
医
療
、
が
ん
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
希
少
が

ん
・
難
治
が
ん
対
策
、AYA

世
代
・
高
齢
者
が
ん
対
策

等
）
を
充
実
さ
せ
、
が
ん
と

患
者
の
共
生
（
診
断
時
か
ら

の
緩
和
ケ
ア
、
相
談
支
援
、

情
報
提
供
、
が
ん
患
者
の
就

労
対
策
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ

に
応
じ
た
が
ん
対
策
）
を
目

指
し
、
そ
し
て
こ
れ
ら
を
支

え
る
基
盤
（
人
材
教
育
、
が

ん
教
育
）
を
構
築
し
て
行
く

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
三
四

会
の
先
生
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
ご
指
導
頂

け
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
が
ん
診
療
連
携
拠

点
病
院
の
指
定
結
果
は
、
厚

生
労
働
省
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
。

URL

：https://www.mhlw.
go.jp/content/000498489.
pdf（

腫
瘍
セ
ン
タ
ー
長

�

高
石
官
均　

69
回
）

　

医
学
部
長
選
出
内
規
に
従

い
、
５
月
28
日
の
第
１
次
投

票
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
次

期
医
学
部
長
第
１
次
候
補
者

に
つ
い
て
６
月
10
日
開
催
の

教
授
会
で
投
票
を
行
っ
た
結

果
、
天
谷
雅
行
教
授
（
皮
膚

科
学
）
が
次
期
医
学
部
長
と

し
て
選
出
さ
れ
た
。
次
期
医

学
部
長
の
任
期
は
、
２
０
１

９
年
10
月
１
日
か
ら
２
年
間

と
な
る
。

速報
天
谷
雅
行
医
学
部
長（
皮
64
回
）

２
期
目
決
定

The G7 summit in Venice（June1987）


